








　This paper catalogs and reports on the braille books available as part of a certain collection 
in 1940s Japan.  Speciﬁ cally, it documents 27 published books held in the Japan Blind Library 
between 1940 and 1948.
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明治 7年（1874） 8 月「医制」発布
明治 8年（1875） 5 月　古川正雄ら 6人がヘンリー・フォールズの家で会合を開き、楽善会を作って盲教
育の運動開始
明治 11年（1878） 5 月　京都盲唖院設立、開業式挙行／伊藤庄平　初めて点字の『盲目児童凸文字習書』
を著す
明治 22年（1889）京都盲唖院　京都市立盲唖院と改称


















当発行⇒点字雑誌『盲人世界』は同窓会に引き継がれ、1903 年 6 月『むつぼしのひか
図表 2　点字出版事業に関連する年譜





明治 36年（1903） 6 月　東京盲唖学校　同窓会　点字雑誌『むつぼしのひかり』（月刊）創刊／7月　京都
市立盲唖院　雑誌『点字世界』創刊、アメリカから点字製版機ステレオタイプメーカー
購入、雑誌を年 2～3回発行



































大正 3年（1914） 2 月　東京盲学校　石井重次郎（松声）「点字による箏曲楽譜」考案
大正 4年（1915） 11 月　秋元梅吉　キリスト教の伝道を目的とする雑司が谷信光会の雑誌『信光』創刊
号発行
大正 5年（1916） 東京盲学校同窓会　出版事業部を独立、「桜雲会」発足／12 月　中村京太郎　盲人クリ
スチャンのために点字雑誌『信仰』創刊
大正 6年（1917） 2 月　中村京太郎　盲人クリスチャンのために点字雑誌『信仰』第 2号発行
大正 7年（1918） 東京盲学校　石井重次郎らが研究した箏曲の点字楽譜記号をまとめた『訓盲楽符入門』
（墨字）出版
大正 8年（1919） 4 月　秋元梅吉　好本督・中村京太郎とともに、北豊島郡西巣鴨町に盲人キリスト信仰










大正 10年（1921） 2 月　弘誓社　仏教信仰の点字月刊雑誌『仏眼』創刊／中村京太郎　『英語点字の説
明』出版／秋　奈良盲学校長の小林卯三郎が点字教科書刊行会組織、国定教科書の点訳
版を出版⇒　1922 年 9 月、点字大阪毎日に事業が引き継がれる／伊達勝芳と江村悌三　
東京盲学校卒業生有志「土曜会」創始（伊達の所有した原版は東京点字出版所に引き取
られる）
大正 11年（1922） 4 月 15 日　大阪毎日新聞社　点字新聞発行の事務を開始（編集主任の中村京太郎、同
夫人・小畠謹一・大野加久二ら 4人雇用）／5月 11 日　大阪毎日新聞社『点字大阪毎
日』創刊　＊創刊号 800 部発行／9月　点字大阪毎日　点字教科書刊行会から事業を引













大正 13年（1924） 4 月　盲学校に中等部が通教科の重視と鍼按科 4年の設置／東京の伊達点字出版所　
『大正国語読本』、数学・物理・化学・英語などを点訳・出版、昭和初期には『ポケット






大正 14年（1925） 6 月 1 日　『日刊東洋点字新聞』創刊　東京淀橋の鉄工業者の木村福が社長、義弟の木
村柳太郎が主幹。木村福が活字式輪転機を製作、『日刊東洋点字新聞』発行。個人経営

































昭和 6年（1931） 日本鍼按協会　『簡明鍼按学』3巻、発行⇒ 1934～1941 年までに中等部鍼按科教科書と
して、『解剖学』2巻、『生理学』2巻、『病理学』3巻など、全 15 巻を出版
昭和 7年（1932） 山村熊次郎　日本点字社　1932 年から早稲田大学の『文学講義録』の点字版全 47 巻を
刊行







昭和 9年（1934） 大阪毎日新聞社　わが国初の文部省著作の点字教科書全 12 巻完成、出版
9月　東京点字社　雑誌『点字倶楽部』創刊／桜雲社　『点字楽符の書き方』出版＝東




昭和 10年（1935） 10 月　岩橋武夫　大阪市住吉区にライハウス会館落成／斎藤百合　盲女性のための陽
光会を設立　＊東京点字社の雑誌『点字倶楽部』引き継ぐ＝ 1945 年まで継続
＊ 12 月 8 日　小石川区雑司ヶ谷 110 に転居、「陽光会ホーム」開始
昭和 11年（1936） 4 月　ライトハウス会館開所式、世界 13 番目のライトハウスとして公認／陽光会出版
部　点字書 4冊出版＝講談社社長の野間清治『世間雑話』（上下）、加藤祐康『乳もみ真
髄』、長岡紫蘭『俳句読本』、深津千代『編物教本』
昭和 12年（1937） 4 月　ヘレン・ケラー来日（4月～8月まで滞在）
（岩橋武夫　1934 年 12 月にヘレン・ケラー女史を訪問、来日実現となる）
昭和 13年（1938）ライトハウス　高度な総合雑誌の点字雑誌『黎明』発刊、二年かけた『ヘレン・ケラー
全集』点字版全 10 巻完成


















昭和 19年（1944） 6 月　肥後基一　再度の出版協会指導により、星文社（旧　日本鍼按協会）と「東京光
の家」（旧盲人キリスト信仰会）出版部と合併し東京点字出版所と改称／「東京光の家」
出版部は発展的に解消、盲人の宿泊及び更生福祉事業に専念



















明治 42（1909）年発行／林薫著『修養の模範　全』（明治 42 年版）／林董著『点訳　修養の模範』（金文字）
＊日本盲人図書館蔵書印
明治 42（1909）年発行／林薫著『修養の模範　全』（明治 42 年版）／林董著『点訳　修養の模範』（金文字）






大正 2（1913）年 7月 15 日発行／発行販売所　東京市神田区下白壁町 1番地　鍼按講究所　川越源治／医
学士　たけなかせいけん著　診断学実習『最近臨床診断学実習　巻の一　前編』『最近臨床診断学実
習　巻の二　後編』『最近臨床診断学実習　巻の二』『最近臨床診断学実習　巻の三　後編』
大正 5（1916）年 4月 1日発行／発行発売所　東京市神田区下白壁町 1番地　鍼按講究所　川越源治／医学
士　斉藤くゎん編纂『近世生理学　巻の二』
大正 5（1916）年 6月 15 日発行／発売所　東京市神田区下白壁町 1番地　鍼按講究所　川越源治／医学士　
斉藤くゎん著『近世生理学　巻の三』
3．「帝国盲人会」　川越源治
昭和 3（1928）年 9月 15 日発行／出版発行所　東京市中野区宮前町 20 番地　帝国盲人会　川越源治／振替




昭和 9（1934）年 4月製版／発行所　東京市京橋区小田原町 1丁目 4　盲人技術学校／電話　京橋（56）
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5810 番／振替口座　東京 23529 番／出版印刷　おおうりさばき所　東京市中野区宮前町 20 番地　帝
国盲人会　点字出版部　川越源治／電話　中野 2584 番／定価　1部（4冊）実費 4円／送料　荷造り




昭和 11（1936）年 9月 1日／東京市中野区宮前町 20 番地　帝国盲人会　川越源治／振替口座　東京 26685
番／電話　中野 2584 番／東洋倫理講究会編『講義付論語　三巻』
昭和 11（1936）年 10 月 1 日／東京市中野区宮前町 20 番地　帝国盲人会　川越源治／振替口座　東京 26685
番／電話　中野 2584 番／東洋倫理講究会編『講義付論語　二巻』『講義付論語　四巻』
5．大貫善治堂
大正 14（1925）年 3月 15 日　発行／発行所　東京市小石川区八千代町 37 番地　大貫善治堂／振替　東京　
33523／盲人技術学校教諭　鍼灸学士　森田こうえい著『鍼灸本義　上巻』





















大正 11（1922）年 6月 28 日製版終了　東京盲学校製版／点図／理学博士　寺尾寿／理学士　よしだこうく
ろう／大正 6年 12 月 25 日文部省検定済　大正 7年版『中等教科　平面幾何　第一巻』／＊＊昭和 21
年 4 月 19 日池田とよひさ氏寄贈／＊＊昭和 21 年 4 月 30 日佐藤とくじ氏より寄贈






大正 13（1924）年 9月　社団法人桜雲会発行／はしもとせっさい著／増訂第 9版『近世内科全書　第一巻　
血行器疾患』














昭和 2（1927）年 6月　盲人基督信仰会出版部発行（同じ本 2冊）／野邊地天馬　著『鐘の音』
昭和 2（1927）年 8月　盲人基督信仰会出版部発行／鈴木次郎著『なつかしき人々』
昭和 2（1927）年 12 月　盲人基督信仰会出版部　発行／文部省認定『平民詩人　第一巻』増補改版／内村
鑑三／畔上健三














昭和 9（1934）年 11 月　東京光の家増版／ヘンリー　ヴァンダイク原著／高瀬無絃『アルタバン物語』
昭和 10（1935）年　東京光の家増版／＊本の表紙＝墨書き／吉田彌平編／『新編現代文新鈔　巻の一』／（枠
の外に）基督信仰会　発行
昭和 10（1935）年 11 月　東京光の家　製版／『和田翁歌集』
昭和 14（1939）年 2月 5日製版／昭和 14 年 2 月 19 日発行／編集者　ながいじつたろう／製版者　なかじ
ままさのぶ／印刷兼発行者　秋元梅吉／発行所　東京光の家出版部　東京市杉並区大宮前 3の 164／
電話　荻窪　4371 番／定価　送費とも　金 40 銭なる／あいのプレゼント『ことりのうたブック　第
一巻』
※発行年不明／発行所　東京光の家出版部／発行者　秋元梅吉　東京市杉並区大宮前 3の 164／印刷者　東
京光の家／印刷所　東京の光の家印刷部／定価　金 40 銭／送料 2銭／『羽仁もと子著作集　信仰篇　第一
巻』／＊＊＊盲人基督信仰会蔵書印
11．英国聖書協会
昭和 7（1932）年 1月 15 日　印刷／大正 9年 1月 20 日発行／昭和 7年 7月 15 日　6版／定価 30 銭／神戸
市神戸区江戸町 95 番屋敷／発行者・発行所　英国聖書協会／印刷人　東京市杉並区大宮前 3丁目
164 番地　秋元梅吉／印刷者　東京光の家／ PRINTED IN JAPAN／『我らの主なる救主イエス・キ
リストの新約聖書（改訳）マルコ伝福音書』
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12．東京希望社












昭和 15（1940）年 7月　大阪市住吉区山坂西の町 2の 24　日本点字社／電話　平野 1404／振替　大阪
59785／『点字　疼痛と其の治療　第一巻』





昭和 8（1933）年 12 月 4 日製版／長野県松本盲学校校友会出版部発行／菊池寛訳編『フランダースの犬』
＜Ｅ　肥後基一関係　16～18 ＞
16．日本鍼按協会
昭和 9（1934）9 年 10 月　東京市淀橋区柏木 3の 300　日本鍼按協会／振替　東京 32972／日本鍼按協会編
纂『盲学校中学部鍼按科用　灸術教科書』
昭和 10（1935）年 2月　東京市淀橋区柏木 3の 300　日本鍼按協会／振替　東京 32972／日本鍼按協会編纂
『盲学校中学部鍼按科用　解剖学教科書　上巻』
17．星文社
昭和 10（1935）年 2月　発行所　東京市淀橋区柏木 3の 300　星文社／振替　東京 32972／日本鍼按協会教
育部編纂『盲学校中学部鍼按科用　生理学教科書　上巻』
昭和 10（1935）年 5月　発行所　東京市淀橋区柏木 3の 300　星文社／振替　東京 32972／日本鍼按協会教
育部編纂『盲学校中学部鍼按科用　解剖学教科書　下巻』（同じ本 2冊）
昭和 10（1935）年 5月　発行所　東京市淀橋区柏木 3の 300　星文社／振替　東京 32972／日本鍼按協会編
纂『盲学校中学部鍼按科用　生理学教科書　下巻』
昭和 17（1942）7 年 2 月　発行所　東京市淀橋区柏木 3の 300　星文社／振替　東京 32972／日本鍼按協会
教育部編纂『鍼灸マッサージ試験問題答案集　下巻』
18．日本鍼按協会出版部
昭和 14（1939）年 2月　発行所　東京市淀橋区柏木 3の 300　日本鍼按協会出版部／振替　東京 32972／日
本鍼按協会教育部編纂『盲学校中学部鍼按科用　診察法教科書　全』
19．栄光社
昭和 10（1935）年 6月 20 日印刷／昭和 10 年 7 月 1 日発行／定価 25 銭（送料 2銭）／発行兼印刷人　東京







昭和 11（1936）年 9月 10 日発行／発行所　東京市小石川区雑司が谷町 110 番　陽光会／振替　東京　
51841／本書定価　送料共　80 銭／点字大阪毎日新聞記者　長岡紫蘭　著『俳句読本　全』
21．大阪毎日新聞社
昭和 12（1937）年 3月 1日　点字翻刻／昭和 12 年 3 月 5 日　点字印刷発行／点字翻刻印刷者　大阪府中河
内郡小坂町大字中小坂 836　石原　博／印刷所　大阪市北区堂島上 2丁目 36　株式会社大阪毎日新聞
社／発売所　大阪市北区堂島（振替　大阪 450）大阪毎日新聞社／東京市麹町区丸の内（振替　東京
2800）／東京日日新聞社／昭和 12 年 5 月 15 日製版／昭和 12 年 5 月 20 日発行／発行所　大阪市北区
堂島　大阪毎日新聞社／文部省認定点字国定教科書／日本盲人協会推薦点字書『二宮翁夜話』大阪毎
日新聞社
昭和 13（1938）年 8月 10 日製版／昭和 13 年 8 月 15 日印刷／発行所　大阪市北区堂島　大阪毎日新聞社／
振替　大阪 450／定価金 50 銭／送料金 3銭／点字大阪毎日編『点字軍歌集（楽譜付）』
昭和 15（1940）年 8月 17 日　製版／発行所　大阪市北区堂島上 2丁目 36　株式会社　大阪毎日新聞社
／振替　大阪 450 番／定価 1円 50 銭（上下とも）／中村直勝　校閲／藤谷みさお著『（点字）皇国
二千六百年史　上巻』（同じ本二冊）
昭和 15（1940）年 11 月 5 日印刷／昭和 15 年 11 月 10 日発行／（上・下・二冊）定価　金 1円 50 銭　送料 3
銭／発行兼印刷人　石原　博／印刷所　発行所　大阪毎日新聞社／発売所　大阪毎日新聞社　東京日
日新聞社／墨字英字点字の三大版／（墨字）皇国二千六百年史／定価 65 銭　送料 6銭／（英字）皇国
二千六百年史／定価 1円 80 銭　送料 6銭／（点字）皇国二千六百年史／定価 1円 50 銭　送料 3銭／
中村直勝　校閲／藤谷みさを　著『（点字）皇国二千六百年史　下巻』（同じ本 2冊）
昭和 16（1941）年 11 月 1 日印刷／昭和 16 年 11 月 5 日発行／発行所　大阪市北区堂島上 2丁目 36　株式会
社大阪毎日新聞社／（振替　大阪 450 番）／定価金 60 銭／送料金 3銭／『（点字）国民礼法読本』
22．恩賜財団　軍事援護会
昭和 13（1938）年 9月 30 日／代理店　東京市杉並区大宮前 164 番地／（電話）荻窪 4371 番／大日本雄弁会
講談社編『点字　美談逸話名訓集　第一巻』恩賜財団　軍事援護会（官立東京盲学校納品陸軍省傷病
院御用）






昭和 13（1938）年 10 月　ライトハウス出版部／パール・バック著／新居　拡『大地　第一巻』
昭和 13（1938）年 12 月　ライトハウス出版部／パール・バック著／新居　拡『大地　第二巻』
昭和 15（1940）年 1月 20 日　発行／大阪市住吉区昭和町西 3丁目 17　ライトハウス／山本有三著『波　父
の巻』
昭和 15（1940）年 4月発行／大阪市住吉区昭和町西 3丁目　ライトハウス出版部／永田秀次郎著『日本の
前進』
昭和 15（1940）年 6月発行／大阪市住吉区昭和町西 3丁目 17 番地　ライトハウス出版部／吉川英治著『宮
本武蔵　第二巻』／＊日本盲人図書館蔵書印
昭和 16（1941）年 4月 25 日印刷／印刷人　かわもとひさきち／昭和 16 年 5 月発行／発行所　大阪市住吉
区昭和町西 3丁目 17 番地　ライトハウス出版部／定価 1冊 1銭／大槻康子著『病院船』（同じ本 2
冊）／＊日本盲人図書館蔵書印
昭和 16（1941）年 9月点訳発行／発行所　大阪市住吉区昭和町西 3丁目 17 番地　ライトハウス出版部／文
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部省教学局　点訳認可／『臣民の道』
昭和 16（1941）年 9月 20 日発行／大阪市住吉区昭和町西 3丁目 17 番地　ライトハウス出版部／ライトハ
ウス出版部　点訳／情報局編集『防空の手引』
昭和 17（1942）年 2月発行／発行所　大阪市住吉区昭和町西 3丁目 17 番地　ライトハウス出版部／しんめ
いまさみち著『点字教養講座　社会学　上巻』（同じ本 2冊）
昭和 19（1944）年 7月発行／発行所　大阪市住吉区昭和町西 3丁目 17 番地　失明軍人会館出版部／振替口
座　大阪 107000 番／吉川英治著『宮本武蔵　第 17 巻』／＊日本盲人図書館蔵書印












































　野口は、昭和 16 年 5 月時点でも全国の点字図書出版所が発行している点字図書の種類（タイ
トル数）は 1,062 種、冊数 1,814 冊に過ぎない状況にあり、しかも出版される点字図書の傾向に
も偏りがあることを報告している（野口 2007：41－42）。ちなみに、点字図書発行数と昭和 16
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注
 1．本間の直筆であることを踏まえ、日本点字図書館本間記念室委員会では「本間ノート」と総称している。
 2．表紙の裏側に、縦書き墨書きおよび点字にて「此書ハ故山岡会長の未亡人淑子ノ君ガ皇后宮女官テフ多用ノ
身ウ以テ毎週一日ダケハ盲人デートシテ此書ヲ點字寫本シテ寄付セラレシモノナリ」との表記があった。
 3．東京点字出版所の肥後正幸氏に創設時から昭和 23年までの点字発行物を照会依頼した。現存する点字図書
の発行所・発行年・書名等の記された貴重な情報を得ることができた（2018年 9月 27日付）。現在、創設
者肥後基一の人物史とともに東京点字出版所の活動史に照らして分析中である。
